
事業番号 - - - -

（ ）

計（A) - -

　独立行政法人国立青少年教育振興機構が行う業務（青少年教育の振興及び健全な青少年の育成）にかかる経費の一部に充てることにより、同機構の業務の円滑な実施及び同
業務の推進に資する。

現状・課題
（5行程度以内）

これまで、青少年の健やかな成長と自立を推進するため、安全安心な体験活動や集団宿泊活動等を通して、青少年の現代的課題に対応したモデル的プログラムの企画・実施、基
礎的・専門的な調査研究、学校や青少年教育団体等の活動に対する指導・助言などに取り組んできた。また、青少年教育団体と連携し、社会全体で体験活動を推進する気運を高
めるため、「体験の風をおこそう」運動、「早寝早起き朝ごはん」国民運動を推進し、青少年の基本的な生活習慣の形成を図るなどの課題に積極的に取り組んできた。しかしながら、
青少年が行う体験活動の機会や他者と直接的にコミュニケーションを図る機会は減少していることや、青少年を取り巻く環境が多様化・複雑化していることから、青少年教育に関す
る独立行政法人国立青少年教育振興機構の役割と期待が大きくなってきており、認知度を高めるための広報や体験活動の有用性を明らかにするための調査研究などの課題につ
いても、適宜対応する必要がある。

事業概要
（5行程度以内）

青少年及び青少年教育指導者等に対して、広く学習の場や機会、情報を提供するとともに、指導・助言する等の教育的支援を行い、利用者の研修目的が達成されるよう取り組む。

歳出予算項・目 令和5年度当初予算 令和6年度要求 主な増減理由（・要望額・予備費）

(項) 　
独立行政法人国立青少年

教育振興機構運営費

　 (目)
独立行政法人国立少年教
育振興機構運営費交付金

1,803

317 528 766

補助金等(D) -執
行
額

運営費交付金(C)

　計(F)
=(C)+(D)+(E)

03005422

地域学習推進課
地域学習推進課長
高木　秀人

会計区分 一般会計

セグメント単位の
考え方

‐

セグメント名 青少年、青少年教育指導者等を対象とする研修に対する支援 担当部局庁 総合教育政策局 作成責任者

事業開始年度 平成１８年度
事業終了

（予定）年度
終了予定なし 担当課室

国立青少年教育振興機構

2023 文科

令和５年度セグメントシート

1,184 1,223

- -

令和6年度要求

経
常
収
益

1,236 1,249 1,285 - -

運営費交付金収益化基準 業務達成基準 業務達成基準 業務達成基準

運営費交付金収益の割合
=(C)/(F)

79.4% 69.2% 61.5%

-

経
常
費
用

予算額(G) 1,983 1,845 1,812

執行率(I)
=(G)/(H)

109% 105% 119%

- - -

その他(E)

執行額(H) 2,164 1,932 2,162

1,539 1,712 1,989

1,222

その他 ▲ 1,803

-

当初予算：運営費交付金(A)

補正予算：運営費交付金(B)

予
算
額

-

令和5・6年度
予算内訳

（単位：百万円）

-

-

根拠法令
（具体的な

条項も記載）

独立行政法人国立青少年教育振興機構法
第3条、第11条

-

-

-

新たな教育振興基本計画（令和５年6月16日閣議決定）
子供・若者育成支援推進大綱（令和3年4月6日子ども・若者育
成支援推進本部決定）
国土強靭化年次計画2023（国土強靭化推進本部決定）

予算額・
執行額

（単位:百万円）

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業概要URL https://www.niye.go.jp/

関係する
計画、通知等

主要経費 その他の事項経費

事業の目的
（5行程度以内）
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122.9 118.6

活動目標 活動指標

活動内容①
（アクティビティ）

青少年及び青少年教育指導者等に対して、広く学習の場や機会、情報を提供するとともに、指導・助言する等の教育的支援を行う。

↓

活動目標及び活動実績
①

（アウトプット）

単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
5年度

活動見込
6年度

活動見込

青少年及び青少年指導者等が研修目
的を達成するための施設利用数の増
加

研修目的達成のための施設利用
のうち、青少年及び青少年教育
指導者の年間利用者数

活動実績 人 613,105 1,156,025 1,664,442 - -

当初見込み 人 - - - - -

↓
成果目標①-1の

設定理由
（アウトプット

からのつながり）

青少年及び青少年教育指導者等に対して、広く学習の場や機会、情報を提供するとともに、指導・助言する等の教育的支援を行うことで、利用者の学びを促進す
ることにより、施設をまた利用したいという評価を得る。

成果目標及び成果実績
①-1

（短期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標年度

7 年度

73％以上の利用団体からの「最上位評
価（リピート意向）」の評価を得る。

利用団体からの「最上位評価
（リピート意向）」の評価を得ら
れた割合

成果実績 ％ - 89.7 86.6 -

目標値 ％ - 73 73 -

達成度 ％ - -

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

独立行政法人国立青少年教育振興機構　施設利用者アンケート

↓
成果目標①-2の

設定理由
（短期アウトカム
からのつながり）

中期目標に定められている指標である「平均73％以上の利用団体から4段階評価の「最上位評価」（リピート意向）」を得ることにより、主務大臣による当該目標期
間の業務実績の評価において、標準以上の評価をえる。

成果目標及び成果実績
①-2

（中期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標年度

7 年度

独立行政法人通則法に基づく、主務大
臣による中期目標期間の業務実績に
関する評価のうち、当該項目について
標準以上の評価を得る。

当該項目評価の標準評価（B
評価）

成果実績 ％ - - - -

目標値 ％ - - - 73

達成度 ％ - - - -

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

独立行政法人国立青少年教育振興機構の第4期中期目標期間における業務の実績に関する評価

↓
成果目標①-3の

設定理由
（長期アウトカム
へのつながり）

子供たちの体験活動を推進し、学校以外の公的機関等が行う行事へ参加した子供の割合が増加することで、国立青少年教育振興機構のミッションである「青少年
教育の振興、健全な青少年の育成」を実現する。

成果目標及び成果実績
①-3

（長期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標最終年度

- 年度

青少年教育の振興、健全な青少年の
育成

学校以外の公的機関等が行
う行事へ参加した子供の割合

成果実績 ％ - - - -

目標値 ％ - - - -

達成度 ％ - - - -

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

青少年の体験活動等に関する意識調査（令和元年度調査）
令和元年度：50.0％
※全体から「参加しなかった」と「不明」とを引いた割合。

アウトカム設定について
の説明

アクティビティ①について定性的なアウトカムを設定している理由

-

アクティビティ①についてアウトカムが複数設定できない理由

-

アクティビティから長期アウトカムについて６つ以上記載が必要な場合はチェックの上【別紙１】に記載 チェック



支出先上位10者リストの落札率については、同種の他の契約の予定価格を類推させる恐れがあるため非公表とする。

施設利用に関して、利用者の確保と体験の機会の拡充に取り組むと同時に、活動プログラムの充実のために、研修支援としての活動プログラム化を充実させてい
くこと。
また、限られた予算でより効果的な青少年教育及び青少年の健全育成の推進を図るため、民間企業等と連携し、企業等の運営・経営等のノウハウを収集すると共
に、寄付金等の獲得を目指すこと。

点検結果

本事業により、青少年の体験活動等の機会や場が提供されるとともに、昨年度に引き続き
新型コロナウイルス感染症の影響下でありながら、各施設で適切な感染症対策を行うこと
で、利用者数（教育事業による利用者を除く）は1,823,644人、その内青少年利用は1,664,442
人であり、、昨年度と比較して4割以上多くの利用者の確保ができている。また、参加者の満
足度は86.6％であり、昨年度の数値を下回ったものの、我が国の青少年教育の振興及び青
少年の健全育成の推進に大きく寄与している。
事業運営に当たっては、「独立行政法人評価」の評価結果を適切に事業運営等へ反映して
いる。また、予算執行の面では、監事に加え法人内に外部委員等で構成される「契約監視
委員会」を設置し、契約状況について点検を行うことにより、予算の適切な執行に努めてい
る。
今後限られた予算を有効活用しながら、より成果の創出が図られるよう、創意工夫していく
ことが課題である。

目標年度における効果測定に関する評価（令和8年度)

-

備考

改善の
方向性

独法所管部局による点検・改善



資金の流れ
（資金の受け取り先が
何を行っているかにつ

いて補足する）
（単位：百万円）

【Ａ】

独立行政法人国立青少年教育振興機構
9,620百万円

【Ｄ】

青少年、青少年教育指導者等を
対象とする研修に対する支援

民間企業等
全1,246件

文部科学省
8,405百万円

青少年教育指導者その他の青少年教育関係者に対する研修、青少年の団体宿泊訓練そ
の他の青少年に対する研修、青少年教育に関する施設及び団体相互間の連絡及び協力の
促進、青少年教育に関する団体に対する助成金の交付等を行うこと。

交付

青少年教育団体が実施する青少年教育指導者等研修及び青少年研修に対し、学習の場や機会、

情報を提供するとともに、指導・助言等の支援を行う事業。

※ 国費投入額と総事業額との差額は自己収入である。



支出先上位１０者リスト

A.

D

費目・使途
（「資金の流れ」において
ブロックごとに最大の金
額が支出されている者に
ついて記載する。費目と
使途の双方で実情が分

かるように記載）

A.独立行政法人国立青少年教育振興機構 B.

費　目 使　途
金　額

(百万円）

一般管理費 保守・修繕費、賃借料等 939

子どもゆめ基金助成
費

体験活動助成費、読書活動助成費、教材開発・普及
啓発活動助成費

費　目 使　途

業務費 備品・消耗品費、賃借料、諸謝金、通信費、印刷費等 648

942

外部委託費 清掃業務、警備業務、普及啓発事業委託費等 1,392

費　目

固定資産取得費 オイルタンク改修、ＰＡコース、車両取得費 61

保守・修繕費

使　途
金　額

(百万円）

人件費 役職員給与（非常勤含む）、退職手当等 4,270

水道光熱費 電気料、ガス料、上下水道料 892

ボイラー運転・保守管理費、建物修繕費、電子複写
機保守料等

472

金　額
(百万円）

計 9,620 計

財務費用 支払利息 4

C. D.株式会社　トーカンオリエンス

役務費
国立オリンピック記念青少年総合センター受付
業務　一式

167

金　額
(百万円）

費　目 使　途

計 計 167

落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となっ

た理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1
独立行政法人国立青少年教育
振興機構

8011005001124 Dに記載のため省略 9,620
運営費交付金

交付
- -

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数

（応募者数）

-

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となっ

た理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1 株式会社　トーカンオリエンス 7011401010984
国立オリンピック記念青少年総合
センター受付業務　一式

167
一般競争契約
（総合評価）

4 -
※落札率については、同種の
他の契約の予定価格を類推さ

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数

（応募者数）
落札率

- -

4 株式会社ニッコクトラスト 3010001025934
国立妙高青少年自然の家　食堂業務及び
施設使用料等収納代行業務 84

一般競争契約
（総合評価）

1 -

2 - -

3 株式会社ＣＤエナジーダイレクト 2010001190770
国立オリンピック記念青少年総合
センターで使用するガス

84
一般競争契約
（最低価格）

3

2
東京電力エナジーパートナー株
式会社

8010001166930
国立オリンピック記念青少年総合セ
ンターで使用する電気

103
一般競争契約
（最低価格）

- - -

7 株式会社寿食品 7021001012075
国立花山青少年自然の家　食堂業務及び
施設使用料等収納代行業務 58

一般競争契約
（総合評価）

2

6 エクレ株式会社 9011201005423
国立オリンピック記念青少年総合
センター建物等設備保全業務

68
随意契約（不

落・不調）

-

5 ゼロワットパワー株式会社 1040001089656
大雪青少年交流の家他で使用す
る電気

83
一般競争契約
（最低価格）

1 - -

-

9 株式会社メフォス 8010401093122
国立立山青少年自然の家　食堂業務及び
施設使用料等収納代行業務 47

随意契約（その
他）

- - -

- -

8
パナソニックEWエンジニアリング
株式会社

3120001089786
国立オリンピック記念青少年総合
センター視聴覚設備保守点検及

55
一般競争契約
（最低価格）

1 -

5 - -10 日本美装株式会社 4030001006337
国立オリンピック記念青少年総合
センター屋内清掃業務外　一式

39
一般競争契約
（総合評価）
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